
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病児保育室だより  わかば ２０２５．９月号     

暑さがやわらぎ、外遊びの時間が増えてくると、小さなけがも多くなります。９月９日

は「救急の日」です。この機会におうちの救急用品の中身を見直したり、応急処置の方法

も学んでおきましょう。 

 もえぎ野わかば保育園 
病児保育室 HP 

＊利用の仕方などご不明な点がございましたらお気軽にお電話ください。 

社会福祉法人 河内厚生会 

もえぎ野わかば保育園 病児保育室 

☎０９０－１６６４－６７７９(受付８時～１７時) 

病児保育室情報 

子どもにとって安心して過ごせる家の中が、じつは

事故の危険の高い場所だということをご存じでしょう

か？ 0～6歳の子どもの事故の約40％は、家の中で

起こっています。 

 家の中で起こる事故はさまざまですが、特に命にか

かわるのが、窒息です。0歳児が圧倒的に多いもの

の、1歳児、2歳児でもゼロではありません。家の中を

安全・安心な場所にするために、もう一度チェックして

ください。 

 救急箱の中身に決まりはありません。普段使うものを、清潔

な入れ物に入れておけばOK です。ただし、滅菌ガーゼや薬は

使用期限がありますし、テープ類は古くなると粘着力が弱くな

ります。１年に１回は中身をチェックしましょう。 

8 月の製作をしました！好きな色やシールを選

んで、アイスクリーム・スイカ・向日葵を作りました。

とっても可愛く出来ました！体調回復時期で連日

利用でも飽きずに過ごせます！ 

 

 

 窒息で亡くなった人を年齢別に見ると、０～３歳

の子どもが85％を占めています。特に食事中、睡

眠中、遊んでいるときの窒息が多いです。注意する

点を知っておきましょう。 


